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平成１５年度 ＩＴスペシャリスト研修実施要領（抜粋） 
財団法人 大分県産業創造機構 

大分県情報サービス産業協会 研修委員会 
１．目的 

  本事業は、情報産業関連企業のシステムエンジニアを対象に、必要とされる高度な技術研修を実施し、情報産業の活性化を図るとともに、先進的開発  
 手法等について修得することによって、情報産業の競争力を向上させることを目的とする。 
２．事業の内容 
 (1) ＩＴスペシャリスト研修事業（(財)大分県産業創造機構委託事業） 今年度５講座実施 

  ①プログラミング研修 
  ②ネットワーク研修 
 (2) 大分県情報サービス産業協会研修事業             今年度１講座実施 
  ①プレゼンテーション研修 

３．研修の内容 
 (1) ＩＴスペシャリスト研修（(財)大分県産業創造機構委託事業） 
  ①プログラミング研修 
   (a) 」ａｖａ研修 

    ・参加対象：大分県下の情報産業関連中小・中堅企業の従業員 
    ・日時：１０月２２日(水)～１０月３１日(金) ８日間 ９：３０～１７：００ 
    ・内容：Ｊａｖａ初級 Ｊａｖａの基本的な文法事項からプログラム作成方法まで           ３日間 
        Ｊａｖａ応用 Ｊａｖａの応用的なプログラム作成方法                   ３日間 

        Ｊａｖａサーブレット                                ２日間 
   (b) ＸＭＬ研修 
    ・参加対象：大分県下の情報産業関運中小・中堅企業の従業員 
    ・日時：１１月１７日(月)～１１月２０日(木) ４日間 ９：３０～１７：００ 

    ・内容：基礎 ＸＭＬの記述方法、基本的な開発方法、ＸＭＬによる簡単なＷｅｂぺ一ジの作成    ２日間 
        応用 データベースのデータをＸＭＬのデータに変換して利用したアプリケーションの構築  ２日間 
   (c) データベース（Ｏｒａｃｌｅ）研修 
    ・参加対象：大分県下の情報産業関連中小・中堅企業の従業員 

    ・日時：１２月１６日(火)～１２月１９日(金) ４日間 ９：３０～１７：００ 
    ・内容：基礎 データベースの基礎知識（Ｏｒａｃｌｅ９ｉ入門 ＳＱＬ編）              ２日間 
        応用 データベースシステムのシステム構成                  ２日間 
           データベースの作成 

           ユーザの登録・管理等データベース管理者に必要な知識 
           （Ｏｒａｃｌｅ９ｉ入門データベース編） 
その他：当研修は、ＯＲＡＣＬＥ ＭＡＳＴＥＲ Ｇｏｌｄ Ｏｒａｃｌｅ９ｉ Ｄａｔａｂａｓｅ（新Ｇｏｌｄ／現Ｐｌａｔｉｎｕｍ）の取得要件である指定の集合研修★として認定されて 
    います。（★ＯＲＡＣＬＥ ＭＡＳＴＥＲ Ｇｏｌｄ取得のために受講しなければならない研修） 

 
  ②ネットワーク研修 
   (a) ネットワーク・セキュリティ研修 
    ・参加対象：大分県下の情報産業関連中小・中堅企業の従業員 

    ・日時：２００４年１月１９日(月)～１月２３日(金) ５日間 ９：３０～１７：００ 
    ・内容：ネットワーク構築 Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００によるネットワーク環境の構築             ２日間 
        インターネットサーバの構築 
        ネットワークセキュリティ ネットワークセキュリティ入門 

                     セキュリティを考慮したＷｉｎｄｏｗｓ２０００ Ｓｅｒｖｅｒの設定  ３日間 
   (b) Ｌｉｎｕｘ研修 
    ・参加対象：大分県下の情報産業関運中小・中堅企業の従業員 
    ・日時：２００４年１月２６日(月)～１月３０日(金) ５日間 ９：３０～１７：００ 

    ・内容：導入・構築・管理 Ｌｉｎｕｘシステムの導入、構築、管理                ３日間 
        セキュリティ Ｌｉｎｕｘインターネットサーバの導入とセキュリティ対策         ２日間 
 (2) 大分県情報サービス産業協会研修 
  ① プレゼンテーション研修 

   (a) ＳＥのためのプレゼンテーション研修 
    ・参加対象：大分県情報サービス産業協会 加盟企業の従業員 
    ・日時：１２月１０日(水)～１２月１１日(木) ２日間 ９：３０～１７：００                ２日間 

 研修委員会では、会員企業の従業員の技術

力アップを目的として技術研修会を過去９回

開催しており、いずれの研修会も好評を得て

います。 

 本年度も、昨年度に引き続き大分県の支援

のもとに、当協会と(財)大分県産業創造機構

殿とが連携し、県のＩＴ振興事業の一環とし

て、会員企業だけでなく、県下情報処理関運

企業を対象に技術研修会を実施しています。 

 研修コースは、県の支援のもとに実施する 

「ＩＴスペシャリスト研修」とＯＩＳＡ単独で実施

する研修からなり、その講座内容は、別表

「平成１５年度 ＩＴスベシャリスト研修実施要 

領（抜粋）」に示す内谷となっています。 

 本年度は、特に県内で手軽に最新ＩＴ技術研

修を受講する機会を多くの皆様に提供できる

ようにと、研修コースを大幅に拡充し、募集

定員を約２倍に増やしたところ、会員企業２１

社、非会員企業５社から合計４５８人の参加を得

ました。 

 研修コースは、昨年度に引き続き実施の 

Ｊａｖａ，ＸＭＬ，Ｌｉｎｕｘの研修に加え、データ

ベース研修やネットワーク・セキュリティ研

修の新設、さらには従業員の皆様の総合的な

能力向上を目的とした「ＳＥのためのプレゼ

ンテーション研修」を新設し好評を得ていま 

す。 

 また、ＸＭＬ講座については会員企業から講

師を迎え、研修場所も大分県産業創造機構研

修室および豊の国ネットワークラーニングセ

ンターを利用するなど、技術力向上もさるこ

とながら、地元での交流を深めることができ

るような研修会となっています。 

 全コースが終了したわけではありません

が、参考までに、終了したコースの受講者の

アンケート結果を見ますと「わかりやすくと

ても充実した研修」等とのご意見もいただ

き、受講者の満足度も高い研修となっていま

す。（受講生研修アンケート参照） 

 研修委員会としましては、今後もソフト

ウェア技術の動向をふまえ、ホットな最新の 

ＩＴ研修を提供し、皆様のご希望に添えるよう 

な研修を計画・実施する予定です。 

 より良い技術研修となるようご希望等があ

りましたら、研修委員会までご連絡いただけ

ると幸いです。 

 次年度以降も技術研修会へのご参加をお待

ちしております。          （研修委員会） 



自信を持って世に送り出されている。そん

な製作所なんだということがよくわかっ

た。 

 対応くださった中川総務課チーフは、し

つこい質問にも、難解な質問にも誠意を

持って、決していい格好しないで答えてく

ださった。さらに聞けば、以前は製造ス

タッフ（職工さん）をされていたとのこ

と。正直「へえー」と思った。気さくとい

う言葉では意を尽くせないのだが、この会

社はこのような人が育つ場所なんだと、羨

ましくも思った。 

 我々情報産業に携わる者も、相手はお客 

様。専門用語を散りばめて煙に巻くのでは

なく、プレゼンテーションが大事である

と、勉強会も企画されているが、お客様相

手にもっとも大切なのは、やはり自信に裏

付けられた嘘の無い「心」なんだろうな

あ、そんな人を育てることを落ち着いて考 

えておかないといけないなあと思った。 

 （企画委員会） 
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ＯＩＳＡ News 

大していくためには、産業と学会がより連携

を強めていく必要があり、そのための施策と

して計画中の産学連携ソフトウェア工学実践

拠点「ソフトウェアエンジニアリングセン 

ター（ＳＥＣ）」について詳細に説明された。 

 休憩後、各支部長からの支部報告、評議員 

からの報告等がなされた。 

 ＯＩＳＡ会員にとっては、ＪＩＳＡ理事会や支部

会にオブザーバー参加でき、活発な論議のや

りとりを目の当たりにして大いに刺激をうけ 

た。 

（事務局） 

研修風景 
熊本製作所玄関前にて 武蔵塚公園にて 

 ９月１０日朝、「豊後梅」ではないにし

ろ、大分交通さんの超高級バスに２１名のお

じさん達が集う。恒例のＯＩＳＡ視察研修旅行

である。恒例であるが故に、企画委員会で

はネタ探しに苦労もするなか、今年は節目

の年でもあり、「いざ韓国へ」の案もあっ

たが、ＳＡＲＳも心配されたので、おじさん

達はいつものように、ソフトパーク・大分

駅前から１泊２日のバス旅行に出かけた。 

 まずは、名（迷？）添乗員さんとして

すっかりお馴染みになった大分交通の上杉

次長から「予定」が説明された。今回の目

玉は、第１日目の本田技研工業熊本製作

所、第２日目の京セラ国分工場の視察研修

である。そして、会社にはあくまでついで

のこととして言わねばならない観光スポッ

トは、熊本ワインを飲んで昼食～宮本武蔵

がこもったとされる霊巌洞～武蔵塚公園～

お宿は湯の児温泉、翌日には大島紬の里で

昼食をとり一路大分へ、という「予定」で

あった（後に「予定」には変更がつきもの

であることがわかる）。 

 郷司会長もおっしゃっていたように、バ

スガイドさんの語りも実に興味深いもので

ある。調子や歌声だけのことではない。大

げさに言えば、話の内容そのものが、我々 

の知的好奇心を掻き立ててくれる。通り過

ぎる土地に所縁の歴史話、芸能話、作物の

話、名前の由来、どれも興味深い。それに

対し、おじさん達も黙っちゃいない。アル

コールが入っていようがいまいが、相手が

インストラクターレベルのガイドさんであ

ろうが、違うと思えば反論するし、彼女が

知らないことはもっともらしく教えてあげ

る。そんな双方向コミュニケーションで、

上手なガイドさんは話のネタが増えていく

のであろう。ただし、彼女らが語ることす

べてが正しいかどうか、おじさん達は疑わ

ねばならないかもしれない。 

 閑話休題。 

 本田技研工業熊本製作所の見学では、

「気さくさ」のようなものが一番印象に

残った。総務の方が先導くださり、見学者

集団を相手にお決まりの手順で（決して無

機的ではない）概説～紹介ビデオ視聴～工

場見学～質疑応答。自然環境に配慮され、

地域社会との融和を大切にし、働きがいを

持った人と技術で二輸車中心の成果物を、 

 平成１５年９月２４日（水）、大分全日空ホテル

オアシスタワー（大分市）にてＯＩＳＡの上部団

体である ＪＩＳＡ（社団法人情報サービス産業協

会）の理事会、評議員会、九州・沖縄支部

会、中国支部会、四国支部会の合同会議が開

催された。 

 理事会は、年に１回は束京以外の地域で開

催することが恒例となっており、今回は当地

で評議員会と３支部会を合わせた合同会議が

開催された。参加者はＯＩＳＡ会員のオブザー

バー参加１０数名を含め１００名ほどであった。 

 会議は最初に河野憲裕 ＪＩＳＡ副会長・専務

理事の開会ご挨拶で始まり、理事会が開催さ 

れた。理事会では、新規入会企業の審議やい

くつかの報告が行われた。 

 理事会の後、合同会議に移り佐藤雄二朗 

ＪＩＳＡ会長のご挨拶があり、次に来賓として広

瀬勝貞大分県知事（元経済産業省事務次官）

が挨拶された。知事は就任早々にこのような

会議を大分で開催していただいたことに大い 

に歓迎の気持ちを表していた。 

 続いて、経済産業省商務情報政策局の嶋田

隆情報処理振興課長から「ソフトウェア関連

施策について」と題した政策の説明があっ 

た。 

 現在政府が推進しているｅ－ｊａｐａｎ戦略を拡 

平成１５年度 第１回ＯＩＳＡ視察研修旅行 
～ 本田技研工業㈱ 熊本製作所 ～ 



フレッシュさん紹介   今後ともよろしくお願いいたします。 

第１５回「技術交流会」開催＜共催：大分商工会議所＞ 
  

日時：平成１５年１１月７日 １５：００～１６：３０   場所：大分商工会議所 ６階大ホール 

３ 

News ＯＩＳＡ 

ＫＣＳ大分情報専門学校 
事務部 

山野 弥生 
趣味：サッカー観戦、映画鑑賞 

好きな言葉：あけない朝はない 

 

 

 私は、主に来客対応や庶務、広報事務な

どに携わっています。研修期間を含めると

１年が経とうとしていますが、まだまだ勉

強不足なところが多く、先輩職員や他の先

生方にいろいろと教えていただいている毎

日です。 

 私の仕事のひとつでもある来客対応は、

その応対の仕方ひとつで学校のイメージを

変えてしまうという大切な役割を担ってい

ます。相手の立場に立ち、親切で丁寧な応

対ができるように日々努力していきたいと

思っています。 

 恒例行事の技術交流会は、お蔭さまで第１５

回の節目を迎えることができました。今回は 

３０社８５名の参加を仰ぎ、大変活況を呈しまし 

た。 

 講師としてＮＨＫ放送文化研究所の菅中雄一

郎氏をお招きし、「地上デジタル放送の動向

と将釆像」というテーマでデジタル放送の現

状、技術的な動向、今後の放送開始予定、課

題と対策等を専門的な視点を含め平易に講演

していただきました。また、講演前後の時間

を利用して実際にデジタル放送の画質、新機

能、コンテンツ等を体験できるコーナーを併

設し、ＮＨＫ大分支局等の専門家の説明ととも

にデモを実施しました。 

 講演の要旨は、以下のとおりです。 

 

① 地上デジタル放送で予定されているサービス 

 ・数百チャンネルに及ぶ多チャンネル化 

 ・多大なデータ量を背景に映像・音声の高 

  品質化 

 ・データ放送の受信・双方向番組への参加 

 ・移動体向け放送の受信（携帯電話、車載 

  テレビ等） 

  「見るテレビ」から「使うテレビ」への 

  移行が大きな目的となります。 

② 地上波テレビのデジタル化スケジュール 

 ・２００３年東京、名古屋、大阪にて放送開始   

 ・２００６年より２０１１年までに順次全国で放 

  送開始 

  （大分近隣は２００６年放送開始予定） 

 ここ数年、実情は試行錯誤の放送となり 

 そうであり、３大都市圏から数年遅れて 

 放送が開 始されるのも、必ずしも悪いこ 

 とではないとの 指摘が講師よりありまし 

 た。 

③ 地上デジタル放送の受信方法 

 ・ＵＨＦアンテナと地上デジタル放送用のテ 

  レビあるいはデジタル受信用のチュー 

  ナーと現行テレビの組み合わせで見るこ 

  とができます。 

④ 地上デジタル放送移行の課題 

 ・各テレビ局自己負担のコスト 

  （一局あたり平均６３ 億円） 

 ・受像機、すなわち一般家庭用デジタルテ 

  レビのコストダウン促進 

 ・コンテンツ・サービスの新しい展開と充 

  実 

 ハード、ソフトなど関運する業界にとっ 

 て、相当大きな市場になりそうです。 

⑤ デジタル放送の未来像 

 ・携帯テレビ等可動端末向けの内容放送 

 ・放送と通信が融合し、データベースを利 

  用するサーバー型放送 

 ・障害者、高齢者などを対象に必要とされ 

システムエイジ㈱ 
情報システム技術事業部 

福永 将司 
趣味：ドライブ、サッカー 

好きな言葉：一竿風月 

 

 

 社会人としてデビューして半年弱が過ぎ

ましたが、学生時代と何が変わったのかよ

く考えます。責任の重さ？自由な時間の少

なさ？もちろんそれもありますが、私は自

分自身を見つめる時間が大幅に増えたこと

だと思っています。今は自分を見つめなが

ら、ゆっくりとではありますが少しずつ前

進していきたいと考えています。一竿風月

のような生活は送れない毎日ですが、目標

とする「周りから信頼される技術者」にな

れるよう努力を積み重ねていきたいと思い

ます。 

三菱商事太陽㈱ 
統轄室 地域システムグループ 

増田 敏也 
趣味：パチスロ、マージャン 

好きな言葉：明日は明日の          

              風が吹く 

 

 入社以来、私はシステムのプログラミン

グを主に担当してきました。今では少しず

つですが基本設計や維持管理なども担当

し、お客様のところに足を運ぶ機会も多く

なりました。システムを構築し管理してい

く難しさと、上司の叱咤激励とで頭を抱え

ることも少なくありませんが、やりがいの

ある仕事だと感じています。職場の環境

は、障害を抱えていても様々なことを要求

してくれるので、今後も積極的にチャレン

ジしていこうと思っています。 

  る機能を強化した放送 

 ・声、顔等の特徴から識別し、個別ニ一ズ 

  に対応した対話型テレビ 

 ・見たい時に見たい番組を選択できる番組 

  リクエスト型サービス 

 以上、国家施策、戦略を背景に、遠い未来

でなくすぐ始まる地上デジタル放送について

具体的な話を聴くことができました。放送の

デジタル化がもたらす多彩な機能は、ソフト

ウェア業界にとっても、大きなビジネスチャ

ンスが到来するものと考えられます。なお、

最後の質疑応答では、一般の聴講者も含め質

問が複数出され、このテーマヘの関心の高

さ、期待の大きさがうかがえる講演でした。 

 来年以降も皆様の関心の高いテーマを厳選

し、技術交流会を予定しています。これまで

以上に多数の方々のご出席をお待ちしていま

す。                       （技術委員会） 



４ 

ＯＩＳＡ News 

会場風景 

優勝チーム（大銀コンピュータサービスＡ） 

 ８月２７日（水）、当協会総務委員会主催の 

ＯＩＳＡ会員によるボウリング大会が、１９社 

２９チーム１１６名の参加を得て盛大に行なわ 

れました。 

 会員会社の社員を対象に相互の親睦とレ

クリエーションを兼ねて平成７年度から続

けており、今回は第９回目の開催となりま 

した。 

 大会委員長の挨拶のあと一斉に投球を開

始しました。ほぼ貸切状態の場内は、大勢

の若手社員の皆さんやキャリアの長い方々

など和やかななかにも闘志が感じられ、飲

物には手もつけずにプレーに熱中する人、

隣のチームのスコアが気になる人などの歓 

声と熱気につつまれていました。 

 ゲームは１チーム４人で、２ゲームトー

タルスコアでチーム戦と個人戦を競いまし 

た。 

 競技の結果は以下のとおりです。チーム

戦の優勝はトータル１，５１６点をマークした

大銀コンピュータサービス㈱Ａチームでし 

 １１月８日（土）に総務委員会の企画でＯＩＳＡ

親善ゴルフ大会を開催しました。 

 会員相互の親睦を図るため、また日頃の運

動不足解消を兼ねて開催したもので、今年で

７回目を数えました。協会顧問の大分県産業

創造機構からも４名のご参加をいただき、例

年どおりストロークプレイ（ダブルペリア方

式）での総勢５組 

１７名の戦いとなりました。 

 昨年は大荒れの天気でしたが、今年の天気

予報は絶好のゴルフ日和を期待させるもの

で、「今日は暑くなりそうですね」という挨

拶が交わされるほどでした。 

 さすがに第１組目がスタートする頃は重ね

着をするほどの寒さでしたが、徐々に気温が

上がり昼ごろには２５度を超える１１月には珍

しい暑さとなって、ショットを待つ間は日陰

を探して一息つく方もおり、休憩後は半袖に

着替えてくる方が多かったようです。快晴で

風もほとんど無く、ベストコンディションの 

た。（日浦幸二さん、林昌之さん、板井真 

一さん、日浦真佐子さん） 

 男子個人賞は、ベストグロス賞が大銀コ

ンピュータサービス㈱Ａチームの日浦幸二

さん（４５６点）、２位が㈱オーイーシーＡ

チームの赤嶺貴司さん（３９７点）、３位が

大銀コンピュータサービス㈱Ａチームの林

昌之さん（３８４点）。女子個人賞は、ベス

トグロス賞が大銀コンピュータサービス㈱

Ｂチームの長野光子さん（３３０点）、２位

が大銀コンピュータサービス㈱Ａチームの

日浦真佐子さん（３２０点）、３位がＫＣＳ大

分情報専門学校Ａチームの河野佳代さん 

（３０４点）でした。                   

なかで、自己記録を更新された方も多かった

のではないでしょうか。 

 競技終了後は和やかな雰囲気のなかで表彰

式が行なわれ、会長賞をはじめ各賞を手にさ

れた方、残念ながら飛び賞にももれた方、そ

れぞれがお互いの健闘をたたえあいました。 

 優勝は前事務局長の㈱オーイーシーの後藤

与一さんでした。後藤さんは、ニアピン賞も

獲得されました。準優勝は㈱日建コンサルタ

ントの吉田靖さん、第３位は㈱インテックの

石保武夫さんでした。 

 来年の大会にはさらに多くの方々の参加を

いただきたいと思います。 

参加者の皆さん 


